中学生用　　　　　 振り返りシート　～土砂災害編～
　　　　　　　　　中学校　　　年　　組　名前　　　　　　　　　　

①　土石流が発生した場合、避難の方法として正しいもの１つに○をつけましょう。
　（　）　木や岩等の陰に隠れる。　土石流は石や木等を巻き込みながら、時速40～50kmで流れてくる。避難する時は、川と直角に逃げることを押さえたい。

　（　）　川と平行方法に逃げる。
　（○）　川と直角方向に逃げる。
　（　）　川の上流に向かって逃げる。

②　土砂災害ハザードマップからわかるもの３つに○をつけましょう。
　（○）　指定避難場所の位置
　（○）　指定避難所までの避難経路
　（　）　被害の大きさ
　（○）　土砂災害警戒区域　前ぶれや異変に気付いたら、周囲にも知らせ、すばやく避難することが必要である。


③　土砂災害から身を守るための方法として、正しいもの３つに○をつけましょう。
（○）　雨が続いたり、日照りが続いたりした時や地震の後には土砂災害に注意する。
（○）　非常持ち出し品を準備したり、危険個所を調べたりして、非常時に備えておく。
（　）　混乱を避けるために、前ぶれ等に気付いても、災害が発生するまで避難しない。
（○）　避難時には、山や崖、川に近づかない等、危険を避ける。

④　Ａさんの家の裏は山になっています。ハザードマップを確認すると、「土砂災害警戒区域」に指定されています。この地域には高齢者も多く、隣の家には75歳のおばあさんが一人で暮らしています。Ａさんが幼い頃から、家族ぐるみの親交があります。
　　ある日、期末テストが近づいているため学校が午前で終わり、昼前に下校しました。家の前で隣のおばあさんに会い、挨拶を交わして玄関に入ると同時に、突然大雨が降ってきました。雨の勢いは止まらず、15時には道路に水が浮き始めました。すると、地域の防災放送で、「避難勧告」が出されました。
　　この後、Ａさんはどうすればよいでしょう。最も適切なもの１つに○をつけましょう。
　（　）　「避難指示」が出るまで家で待つ。　避難時には、災害弱者にも目を向ける必要がある。避難にかかる時間を考慮して、「勧告」でも速やかに行動することが重要である。

　（　）　周りの様子を見て、同じ行動をとる。
　（　）　一人で速やかに避難する。
　（○）　隣のおばあさんにも声をかけ、一緒に避難する。

☆　防災学習を通して思ったことや考えたことを書きましょう。



